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１ 開  会 

 

２ 議  事 

⑴ 報告事項 

① 平成２８年宇都宮市成人式について             【資料１】 
 

② 第４６回関東甲信越静社会教育研究大会群馬大会の参加報告について 

  【資料２】 

 

③ 平成２６年度「宇都宮市読書活動推進計画」に関する施策事業の実績評価

について                                                【資料３】 

 

④ 南図書館の指定管理者の指定について             【資料４】 

 

 ⑵ 協議事項 

①  平成２８年度 社会教育関係団体に対する補助について   【資料５】 

 

３ そ の 他         

 

４ 閉  会 



宇都宮市社会教育委員名簿 

 
任期：平成２７年７月１日～平成２９年６月３０日 

 

区 分 № 氏 名 役職名等 備考 

学校教育 

関係者 

１ 上野
う え の

 修一
しゅういち

 
宇都宮南高等学校長 

（栃木県高等学校長会宇都宮支部） 
 

２ 持田
も ち だ

 光世
て る よ

 横川中学校長（宇都宮市中学校長会）  

３ 稲木
い な き

 実
みのる

 姿川第二小学校長（宇都宮市小学校長会）  

４ 今井
い ま い

 政
まさ

範
のり

 
認定こども園さくらが丘理事長 

（宇都宮地区幼稚園連合会） 
 

社会教育

関係者 

５ 須山
す や ま

 裕史
ひろふみ

 公益社団法人宇都宮青年会議所理事長  

６ 櫛渕
くしぶち

 澄江
す み え

 宇都宮市地域婦人会連絡協議会会長  

７ 三村
み む ら

 松司
しょうじ

 宇都宮市体育協会副会長  

８ 松本
まつもと

 弘元
こうげん

 宇都宮市文化協会常任理事  

９ 橋本
はしもと

 裕
ひろ

文
ふみ

 宇都宮市子ども会連合会会長  

10 金田
か ね だ

 淳
あつし

 宇都宮市ＰＴＡ連合会会長  

11 高橋
たかはし

 勉
つとむ

 宇都宮市地域まちづくり推進協議会幹事  

12 勝田
か つ た

 健一
けんいち

 宇都宮市青少年指導員会会長  

13 加藤
か と う

 史子
ふ み こ

 
一条中学校魅力ある学校づくり地域協議会 

地域コーディネーター 
 

家庭教育

関係者 
14 小池

こ い け

 操子
み さ こ

 宇都宮市親学習プログラム指導者  

学識 

経験者 

15 河田
か わ た

 隆
たかし

 宇都宮共和大学教授  

16 佐々木
さ さ き

 一
かず

隆
たか

 宇都宮大学教授  

17 若園
わかぞの

 雄志郎
ゆうしろう

 宇都宮大学特任准教授  

18 増渕
ますぶち

 幸男
ゆ き お

 上智大学名誉教授  

19 舟本
ふなもと

 肇
はじめ

 市議会議員  

20 塚原
つかはら

 毅
たけ

繁
しげ

 市議会議員  

 



平成２８年宇都宮市成人式について 

 

１ 目的 

  宇都宮市成人式は，２０歳を迎えた新成人の門出を全市をあげて祝い励ますとともに，

参加した新成人の「地域社会の一員としての自覚」や「地域に育てられたことへの感謝の

気持ち」を育むことを目的として実施している。平成２８年宇都宮市成人式についても，

成人教育の第一歩として教育的意義を持った事業となるよう取り組んでいく。 

 

２ 主催・実施機関 

  主催   宇都宮市・宇都宮市教育委員会 

  実施機関 宇都宮市成人式各中学校区会場実施委員会 

 

３ 平成２８年成人式の実施概要 

（１） 日時 

    平成２８年１月１０日（日） 

① 午前開催 

受付     午前 ９時３０分～午前１０時００分 

成人式典   午前１０時００分～午前１０時２０分 

地域交流事業 午前１０時２０分～正午 

② 午後開催 

受付     午後 １時３０分～午後 ２時００分 

成人式典   午後 ２時００分～午後 ２時２０分 

地域交流事業 午後 ２時２０分～午後 ４時００分 

 

（２） 成人式の内容等 

① 成人式典 

 ・目的 

   ２０歳を迎えた新成人の門出を，全市をあげて祝い，励ますもの 

 ・内容 

      開式，国歌斉唱，宇都宮の歌斉唱，激励のことば（市長又は市長ビデオメッセ

ージ），お祝いのことば（市議会議長又は議長代理），来賓紹介，誓いのことば

（新成人代表），閉式 

   ② 地域交流事業 

    ・目的 

      新成人の「地域社会の一員としての自覚」を促すとともに「地域に育てられた

ことへの感謝の気持ち」を育むもの 

    ・内容 

懇談会，地域の特性を活かした事業，地域の方への謝辞等 

 

（３） 会場 

     ２５中学校区ごとの会場（ホテル・結婚式場 ９施設２５会場） 

     別紙参照  

資料１ 
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（４） 該当者 

平成７年４月２日から平成８年４月１日の間に生まれた，本市住民基本台帳に登

載されている者 

※ ただし，本市出身者で市外に転出した等，本市の成人式への出席を希望する

者も対象とする。 

 

（５） 出席者推計   

   ・ 該当者（当時の中学校卒業生数） 

 ４，７３７人 

   ・ 出席者（該当者×前回出席率） 

３，８８２人 

 

（６） 来賓 

・ 市長招待者 

   国会議員，県議会議員，市議会議員，市社会教育委員，市生涯学習センター 

運営審議会委員 

・ 実施委員長招待者 

    各実施委員会で決定 

 

（７） 運営体制 

・ 実施委員会 

中学校区ごとに実施委員会を組織し，成人式の企画運営を行う。 

実施委員の構成は，当該中学校区内の新成人及び社会教育関係団体構成員等

による（２０名程度） 

   ・ 事務局 

      各生涯学習センターが事務局を担う。 

 

４ その他 

 ・ 社会教育委員の皆様には，例年通り市長招待者として成人式にご出席をお願いいた

します。 

   

 



午前開催 午後開催

一　条 103 86 33 119 護国会館 中央生涯学習センター

陽　北
　県立のざわ特別支援学校
　県立わかくさ特別支援学校

215 171 21 192 ホテル東日本宇都宮 同上

旭 146 117 28 145 護国会館 同上

陽　南 264 220 38 258 宇都宮東武ホテルグランデ 南生涯学習センター

陽　西

　作新学院中等部

　栃木県立盲学校
　栃木県立聾学校
　宇大附属特別支援学校

412 331 45 376 宇都宮グランドホテル 西生涯学習センター

星が丘
　宇大附属中学校 370 305 36 341 宇都宮東武ホテルグランデ 北生涯学習センター

陽　東
368 306 42 348 ホテルニューイタヤ 東生涯学習センター

泉が丘 257 213 31 244 ホテルニューイタヤ 同上

宮の原 214 188 29 217 宇都宮グランドホテル 西生涯学習センター

清　原
　海星女子学院中学校 247 176 30 206 二荒山会館 清原生涯学習センター

横　川 157 132 21 153 ホテルマイステイズ宇都宮 横川生涯学習センター

瑞穂野 82 70 22 92 宇都宮グランドホテル 瑞穂野生涯学習センター

豊　郷 186 164 26 190 ホテル東日本宇都宮 豊郷生涯学習センター

国　本 113 96 26 122 ホテル東日本宇都宮 国本生涯学習センター

城　山 109 90 22 112 コンセーレ 城山生涯学習センター

晃　陽
　県立富屋特別支援学校 96 83 23 106 ホテル丸治 篠井・富屋

生涯学習センター

姿　川 213 167 26 193 コンセーレ 姿川生涯学習センター

雀　宮 201 161 30 191 二荒山会館 雀宮生涯学習センター

鬼　怒 201 161 28 189 ホテルマイステイズ宇都宮 平石生涯学習センター

宝　木 124 101 23 124 宇都宮東武ホテルグランデ 北生涯学習センター

若松原 226 179 23 202 宇都宮東武ホテルグランデ 南生涯学習センター

上河内 98 74 17 91 ホテル東日本宇都宮 上河内生涯学習センター

古　里 133 121 18 139 ホテルニューイタヤ 河内生涯学習センター

田　原 114 95 22 117 ホテルニューイタヤ 同上

河　内
　県立岡本特別支援学校 88 75 15 90 ホテルマイステイズ宇都宮 同上

計 4,737 3,882 675 #### 14会場 11会場

開 催 日

開催時間

受　　付

式　　典

記念事業

平成２８年成人式会場等一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：昨年からの変更部分

中学校区
推定

該当者
数

推定
出席者

数

推定
来賓者

数
合計

実施会場
担当
生涯学習センター

平成２８年１月１０日（日曜日） 成人式該当者

午前開催 午後開催 平成7年4月2日～平成8年4月1日の間に出生

午前9時30分～10時 午後1時30分～2時 した次の何れかに該当する者

午前10時～10時20分 午後2時～2時20分 1 本市住民基本台帳に登載されている者

午前10時20分～正午 午後2時20分～4時 2 1以外で，本市成人式への出席を希望する者

宇東高附属中学校 

宇短大附属中学校 

文星芸大附属中学校 

別 紙 
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平成２６年度「宇都宮市読書活動推進計画」に関する施策事業の実績評価について 

 

◎ 趣 旨 

 平成２５年６月に策定した「宇都宮市読書活動推進計画」の計上事業における平成２６年度

の実績評価について報告するもの 

 

１ 計画の位置づけ 

 「宇都宮市地域教育推進計画」に基づき人づくりを進める中で，特に本市の読書推進に焦点

を当てた個別計画である。 

参考資料１ 宇都宮市読書活動推進計画の概要 

 

２ 計画の進行管理について 

 計画全体の実績評価については，基本指標により進行管理を実施するとともに，その結果を，

「社会教育委員の会議」及び「参考人※」へ報告し，意見を聴取する。 

※参考人：平成２４年度第１回社会教育委員の会議において，「図書館事業は専門性が高く，

利用者も多様であり，専門家や身近な利用者の意見聴取が必要である」との意見

を受けて設置。宇都宮市地域まちづくり推進協議会，栃木県高等学校教育研究会

図書館部会等から推薦を頂いた有識者等（合計１０人，年２回の意見聴取を実施） 

  参考資料２ 平成２７年度第１回 図書館事業に係る意見交換会について 

  

資料３ 
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３ 平成２６年度の実績評価について 

（１）基本目標の進捗ついて 

「宇都宮市立図書館利用統計」より 

「栃木県教育委員会調査」，「宇都宮市学校教育課調査」より 

「宇都宮市立図書館利用者アンケート」より 

「宇都宮市立図書館利用統計」より 

「宇都宮市立図書館利用者アンケート」より 

  

 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 
Ｈ２６年度 

（達成率） 

Ｈ２９年度 

目標値 

基本目標１ 多様な図書館サービスを利用するなど，あらゆる市民が読書活動に親しんでいます。 

基本指標① 

図書館資料の貸出冊数 
4,566,016点 4,636,568点 4,447,624点 

 

4,314,443点 

（86.3％） 

5,000,000点 

基本指標② 

図書館の登録率 
33.1％ 33.5％ 32.6％ 

 

32.5％ 

（93.9％） 

34.6％ 

基本目標２ 図書館，地域，学校連携のもと，宮っ子が読書活動や学習活動に励んでいます。 

基本指標③ 

高校生の１か月間の読書量 
1.4冊 1.28冊 1.57冊 

 

1.59冊 

（79.5％） 

2冊 

基本指標④ 

子どもの読書に関わる 

ボランティアの活動人数 

1,236人 959人 1,009人 

 

1,081人 

（67.6％） 

1,600人 

基本目標３ 個人や団体，地域それぞれが課題を解決するために，図書館サービスを活用しています。 

基本指標⑤ 

レファレンスに対する 

利用者満足度 

52.6％ 53.0％ ― 

 

56.2％ 

（89.8％） 

62.6％ 

基本目標４ 市民が高度情報化に対応した資料や設備や，ニーズに応じデジタル情報を活用しています。 

基本指標⑥ 

図書館のインターネット 

端末の利用件数 

21,305件 18,515件 16,230件 

 

21,168件 

（70.6％） 

30,000件 

基本目標５ 図書館の適切な環境整備と運営により，市民が快適に図書館を利用しています。 

基本指標⑦ 

図書館の読書環境に関する

利用者満足度 

82.0％ 82.9％ 77.9％ 

 

80.4％ 

（94.6％） 

85.0％ 

７９．２％ 

順調に進捗
している事
業の割合 
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（２）基本目標の現状分析と今後の取り組み方針 

  ①基本指標の現状分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 基本目標１  

基本指標①「図書館資料の貸出冊数」 

⇒南図書館が平成２３年７月に開館したことにより平成２４年度は増加しているが，その後，全

国的な貸出数の減少の流れと同様に減少傾向にあるため，今後は，新刊資料の購入に必要な資

料費の確保に努めるとともに，効率的な資料の購入方法の検討や全市的なイベントへの参加に

よる図書館のＰＲなどにより，貸出数の増加に努めていく必要がある。 

基本指標②「図書館の登録率」 

⇒中央，東，南図書館で実施している５年間未利用の方の登録削除を，上河内・河内図書館で初

めて削除したため減少。その後は，毎年の削除者数と新規登録者数が同程度となっていること

から，今後，貸出数の増加と一体的な取組により図書館への登録促進を努めていく必要がある。 

イ 基本目標２ 

基本指標③「高校生の１か月の読書量」 

⇒平成２４年度に一時的に減少したものの，高校との連携講座や高校生向けの情報誌「ＭＩＹ

ＡＴＥＥＮ」の作成など，高校生への読書推進を図った結果，平成２５年度以降は読書量が

増加しているため，継続的な事業実施により目標の達成を目指していく必要がある。 

基本指標④「子どもの読書に関わるボランティアの活動人数」 

⇒平成２４年度に減少したものの，ボランティア養成講座等の実施や既存のボランティアへの研

修会などを行ったことにより少しずつ増加しているため，今後もボランティアの養成と活動継

続を支援していく必要がある。 

ウ 基本目標３ 

基本指標⑤「レファレンスに対する利用者満足度」 

⇒司書の専門性を生かしたサービスの提供やレファレンスサービスのＰＲと強化を図った結果，

少しずつであるが増加してきているため，今後より一層，司書の専門性を活かした取組を実施

していく必要がある。 

エ 基本目標４ 

基本目標⑥「図書館のインターネット端末の利用件数」 

⇒利用者が減少傾向にあったが，平成２６年度に南図書館に無線ＬＡＮを導入したことにより，

利用件数が増加に転じているため，今後は既存館についても，無線ＬＡＮの導入に向けて検討

していく。 

オ 基本目標５ 

基本指標⑦「図書館の読書環境に関する利用者満足度」 

⇒中央図書館の施設の老朽化により，利用者満足度が他の４館に比べ低いことが影響し，満足度

の向上が進んでいないため，今後，中央図書館の施設環境の向上に取り組んでいく必要がある。 
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  ②今後の取組方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[参考] 施策の取組状況について 

  基本目標を支える基本施策及び施策の進捗状況は次のとおり 

・ 別紙１平成２６年度「宇都宮市読書活動推進計画」に関する「基本施策」及び「施

策」の取組状況 

・ 別紙２平成２６年度「宇都宮市読書活動推進計画」に関する事業実績について 

 

○ 社会情勢の激しい変化に伴い市民ニーズが多様化し，全国的に貸出数が減少している中，子ど

もを含むあらゆる市民が読書に親しみ学習に励むためには，時代の流れやニーズに合わせた取

組が必要であることから，新刊資料や話題の資料を効率的に購入するのはもとより，図書館を

支える人たちとの連携やＩＣＴ環境の充実などに取り組むとともに，図書館と図書館が実施し

ている様々な取組のＰＲを進めていく。 

○ 社会が様々な課題を抱えている現代において，個人や団体，地域がその課題を解決していくた

めには，図書館が資料の貸出だけにとどまらず，司書の専門性を活かしたレファレンスサービ

スの充実とＰＲの強化を図り，図書館が地域の課題解決のための身近な情報拠点となるよう取

り組んでいく。 

○ 幅広い世代にわたる多くの利用者が快適に図書館を利用できるようにするため，施設の老朽化

に適切な対応と維持管理を行うとともに，利用者ニーズを捉えた効果的，効率的な管理運営に

取り組むことで，誰もが快適に利用できる図書館を目指していく。 
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平成２６年度「宇都宮市読書活動推進計画」に関する「基本施策」及び「施策」

の取組状況 

⑴  基本施策１ 市民の読書活動の推進 

  【施策１】「さまざまな市民の読書活動の推進」 ８事業（うち重点事業２） 

   ＜重点事業＞ 

事業番号１ 読書活動ガイドブックの作成・配布 

（指標名：読書活動ガイドブックの配布数） 

平成２３年度  平成２６年度 平成２９年度（目標値） 

― ８，４００点 １０，０００点 

 

事業番号６ センター図書室等の地域性や利用者層に合ったサービスの提供 

（指標名：事業において図書館資料を利用した関係機関の箇所数） 

平成２３年度  平成２６年度 平成２９年度（目標値） 

― ２４箇所 ３２箇所 

 
 
 
 
 
 

  【施策２】「子どもの読書活動の推進」 １５事業（うち重点事業３） 

＜重点事業＞ 

事業番号１４ 学校図書館・読書活動の充実 

（指標名：学校図書館司書の 1か月あたりの授業参加回数） 

平成２３年度  平成２６年度 平成２９年度（目標値） 

７．０回 ８．０回 １０．０回 

 

事業番号１８ 高校生ボランティアによる中・高校生対象のサービスへの参画 

（指標名：高校生ボランティアによる講座の参加者数） 

平成２３年度  平成２６年度 平成２９年度（目標値） 

２３人 ７１人 ６０人 

 

事業番号２３ 読み聞かせボランティア育成事業の強化 

（指標名：読み聞かせボランティアの人数） 

平成２３年度  平成２６年度 平成２９年度（目標値） 

１，２３６人 １，０８１人 １，６００人 

 
 
 
 
 
 
 
 

別紙１ 

 「読書活動ガイドブックの作製・配布」をはじめ，各事業における着実な取組に

より，市民が読書活動に親しむための施策の推進が図られている。 

「学校図書館・読書活動の充実」や「高校生ボランティアによる中・高校生対象

のサービスへの参画」などの事業については，着実な取組の成果が出ている。 

「読み聞かせボランティア育成事業の強化」については，宇都宮子どもの本連絡

会と連携を図るなど，ボランティア活動を始める機会の更なる充実に向けて取り組

んでいる。 

。 
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【施策３】「レファレンス・課題解決型サービスの強化」 ５事業 

   ＜重点事業＞ 

事業番号２４～２８ 

（指標名：図書館においてレファレンスサービスを使用した利用者の割合） 

平成２３年度  平成２６年度 平成２９年度（目標値） 

― ５９％ ８０％ 

 

 

 

 

 

 

  【施策４】「ＩＣＴの推進や電子情報の提供」 ２事業 

   ＜重点事業＞ 

事業番号３０ 図書館におけるＩＣＴ環境の整備 

（指標名：図書館のインターネット端末の利用件数） 

平成２４年度  平成２６年度 平成２９年度（目標値） 

２１，３０５人 ２１，１６８人 ３０，０００人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本施策１ 平成２６年度の取組状況】 

 「さまざまな市民への読書活動の推進」や「子どもの読書活動の推進」にお

いて，中央生涯学習センター内に「ティーンズコーナー」を設置するなど，市

民それぞれのライフステージに応じた読書環境の充実が図られている。 

一方で，「読み聞かせボランティアの育成」や「レファレンス・課題解決型

サービスの強化」，「ＩＣＴの推進や電子情報の提供」おいては，さらなる充実

に向けて事業を推進する必要がある。 

レファレンスサービスを利用しやすくなるよう，情報・サービスの充実など各事

業の推進に取り組んでいるものの，「レファレンスサービスを使用した利用者の割

合」は目標値にはまだまだ届かない状況にある。 

南図書館では，持ち込みパソコンで無線または有線によりインターネットに接続

するサービスを実施しており，利用件数も前年度比１．５倍と大幅に増加している

中，南図書館以外の図書館についても無線ＬＡＮ環境の整備を求める利用者が増加

していることから，引き続き事業の推進していくべき状況にある。 
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⑵  基本施策２ 適切な図書館運営や環境の整備 
 

  【施策５】「効果的・効率的な管理運営体制の充実」 ３事業（うち重点事業１） 

   ＜重点事業＞ 

事業番号３１ 管理運営体制の充実 

（指標名：図書館の読書環境に関する利用者満足度） 

平成２３年度  平成２６年度 平成２９年度（目標値） 

８２．０％ ８０．４％ ８５．０％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  【施策６】「施設の再整備の計画的な推進」 １事業（重点事業０） 

    
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読書環境に関する利用者満足度が伸び悩んでいる中，中央図書館はトイレに関す

る意見が多数寄せられているなど，その一番の要因となっているのが中央図書館の

施設の老朽化によるものと考えられる。 

【基本施策２ 平成２６年度の取組状況】 

引き続き，施設の再寿命化への対応や管理運営体制の充実など，市民にとっ

てより使いやすい図書館になることを目指し，読書環境の整備に向けて事業を

推進する必要がある。 
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基本施策１ 市民の読書活動の推進 

  施策１ さまざまな市民の読書活動の推進 

  

事業

番号 

事業名 
方向性 担当課 平成２６年度の実績 

事業概要 

1 

読書活動ガイドブックの作成・配布 

新規 

【重点】 
全図書館 

・参考人等からの意見も踏まえ１２月に作成し，公共施設だけでなく，市内１９

４箇所で配布を行っている。              

  

市民の読書活動の啓発と支援をするため，図書館登録率の向上と図書館サービスの利用促進を図

れるよう，本市図書館のさまざまなサービスを紹介する「Ｈｏｎ-ｍｉｙａ」を作成・配布 

2 

図書館まつりの開催 

継続 
南図書館 

河内図書館 

４月２７日 南書館子どもフェスティバルの開催 

子どもの日に併せたイベント。内容は，ピアニスト阿久澤政行さ

んによる「赤ちゃんから楽しめるクラシックコンサート」，司書

の仕事体験，種まき体験，おはなし会スペシャルなど 

（参加者数 約４，３００名） 

１１月１６日 南としょかん祭の開催 

       地元企業の協賛による，地域と連携した年に１度の大型イベント 

       内容は，倉沢大樹コンサート，歴史講座，おはなし会スペシャル，

本のリサイクル市，宇都宮工業高校「ロボットとあそぼう」など 

（参加者数 約６，０００名） 

１１月３０日～１２月７日 かわち図書館まつりの開催 

       人形劇の公演，寄せ植え教室・絵手紙教室，凧の手作り教室，マ

ンドリン演奏会，スタンプラリー，缶バッジの配布など 

       （参加者数 約１，２００人） 

市民の読書活動のきっかけづくりのため，関係団体・機関や地域事業と連携を図りながら，図書

館施設を有効活用し，読書推進に関する事業を展開します。 

3 

読書活動の啓発事業の実施 

新規 全図書館 

４月 ９日～１３日 五代若松原地域コミュニティセンターウェルカムイベ

ントに参画（参加者数延べ７０名） 

「出張ミニとしょかん」で児童図書の展示とおはなし会，南部地

域資料の展示，立松和平関連展示，４月１２日講演会「立松和平 

青春の軌跡」を実施（南図書館） 

４月１９日～２０日 「ファインフィールドフェスティバル」に参画（参加者

数人形劇１９８名，工作教室９１名）（中央図書館） 

５月～３月 「サイエンスらいおんカフェ」（とちぎサイエンスらいおんプロ

ジェクト主催）での出張貸出（東図書館）（計 8 回） 

６月２０日～８月８日 「レオ・レオニ原画展」宇都宮美術館との連携事業と

して企画展示。７月６日ＤＶＤ「レオ・レオニ５つの作品集」上

映（南図書館） 

６月２８日・１０月１１日 歴史講座「蒲生君平の業績と明治維新」第２回「山

稜志をめぐる物語」（参加者数５０名）第３回「蒲生君平と明治

維新」（参加者数３６名）（南図書館） 

７月６日～８月２４日 宇都宮美術館の企画展「レオ・レオニ 絵本のしごと」

と連携し図書館所蔵のレオ・レオニ関連リストを作成し美術館に

おいて配布（中央図書館） 

１０月１１日 「宮っこフェスタ」への出展（参加者数 おはなし会２９名，か

んたん工作１４１名）（中央・東・南図書館） 

１０月２７日 「子どものもりフェスティバル」（冒険活動センター）に「森の

おはなし会」で参加（参加者数６５名）（南図書館） 

１１月 ８日 下野民話のつどい（参加者数３２名）（東図書館） 

１１月３０日 世界の絵本を楽しもう（参加者数１３４名）（東図書館） 

読書活動の啓発を図るため，「フェスタ・ｍｙ・うつのみや」「子どもフェスタ」など全市的なイ

ベントに加え，民間事業者との連携を図り，商業施設などで読書活動推進出前講座を行います。ま

た，「子ども読書の日（４月２３日）」などに行われる関連事業を集約し，市民へ情報発信します。  

別紙２ 
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 １月 ８日～３月２９日 立松和平写真展。２月８日立松和平写真展開催記念

講演会「立松和平が遺したもの」（参加者数７５名）（南図書館） 

 ２月１５日 「人づくりフォーラム」への参加（南図書館） 

       おはなし会スペシャル（参加者数３３名） 

       おたのしみぶっく（福袋）（貸出数６２） 

4 

カフェトーク（合同読書会）の開催 

新規 
中央・南 

図書館 

 ６月 ５日 合同読書会「ドナウの叫び」（参加者数２３名）（中央・南図書館） 

（宇都宮市読書会交流会主催と連携） 

７月２１日 江戸を語る「初代横綱明石志賀之助と浄瑠璃坂の仇討」（参加者

数２７名）（南図書館） 

 ８月 ３日 「ブリッツェンとカフェトーク」（参加者数１９名）（河内図書館） 

１１月３０日 「親子で木の実工作を楽しもう」（参加者数２４名）（中央図書館） 

１２月１７日 「詩と版画が響きあうとき」（参加者数１０名）（中央図書館） 

市民の読書活動の充実のため，既存の読書会などと連携を図りながら，読書の楽しみを共有する

機会を設けます。 

5 

ビブリオバトル（知的書評合戦）の実施 

継続 南図書館 

９月 ７日 第１回ビブリオバトルの実施（発表者８人，聴衆３５人） 

１２月１９日 出張ビブリオバトル（宇都宮工業高校との連携）の実施（発表者

４人，聴衆３２人） 

 ２月 ８日 第２回ビブリオバトルの実施（発表者８人，聴衆４５人） 

人と本をつなぐため，おすすめの本の紹介を，市民を前に行い「もっとも手にとってみたい，読

んで見たい本」を市民が選び，上位入賞者を決定します。 

6 

センター図書室等の地域性や利用者層に合ったサービスの提供 

継続 

【重点】 

中央・東・南
図書館， 
地区市民 
センター等 

・一部の生涯学習センター図書室において，センターで開催する事業に関連した

資料を用意することにより，講座の充実及び図書館資料の利用促進を図った。 

・１月７日～中央生涯学習センター図書室内にティーンズコーナーを設置（約３，

０００冊） 

生涯学習センター図書室等の利用促進を図るため，地域性や利用者層を考慮するなどして，図書

の質の充実を図ります。また，センターで開催する事業の内容に合った図書の展示や情報の提供な

ど，センター事業と連携した業務を工夫し，相乗効果を図ります。 

7 

さまざまな利用者への情報提供の充実 

拡充 全図書館 

・あかちゃんタイムを平成２６年５月から全館で実施（全８２回実施） 

・６月２５日 心と身体をリラックス（参加者数３８名）（東図書館） 

・７月３０日 親子おやつ教室（参加者数３５組）（東図書館） 

・９月４日 成長期のスポーツ栄養学（参加者数３９名）（東図書館） 

・９月１１日 スポーツを楽しめる身体づくり（参加者数３０名）（東図書館） 

・１０月～１１月 発達障がいに関連講座・企画展の開催（参加者数２８９名） 

・１２月７日（第１日曜日）は障がい者週間に合わせ，手話つきおはなし会（小

さい子向け・大きい子向け）を実施（参加者数６６名）（中央･東・南図書館） 

・障がい者サービスとして，利用者ニーズにあわせた資料提供に努めるとともに，

音訳資料の媒体をテープからデイジーへ移行開始（中央図書館） 

・毎月第２日曜日に小さい子向け手話つきおはなし会を実施（参加者数２６７名）

（南図書館） 

図書館において，さまざまな市民が必要とする資料・情報を入手できるように，関係機関との連

携や利用案内の充実など，読書環境の整備を推進します。 

8 

電子情報等への対応 

継続 全図書館 
・１２月 国立国会図書館デジタル化資料送信サービスを５館で開始 

・デジタルアーカイブ事業の先進地視察や調査を実施 
市民の情報収集の支援と図書館の資料保存の機能強化を図るため，図書館情報システムの基幹ソ

フトウェアの更新に合わせ，電子情報及びデジタルアーカイブの導入検討を行います。 

 

【重点事業の目標値】 

  事業番号１ 読書活動ガイドブックの作成・配布 

指標名  平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

読書活動ガイドブックの配布数 
目標値 ― ― ― １０，０００点   １０，０００点 

実 績 ― ― ― ８，４００点    

※「宇都宮市読書活動推進計画」より 

事業番号６ センター図書室等の地域性や利用者層に合ったサービスの提供 

指標名  平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

事業において図書館資料を利用した 

関係機関の箇所数 

目標値 ― ― ８箇所 １４箇所 ２０箇所 ２６箇所 ３２箇所 

実 績 ― ― ６箇所 ２４箇所    

※宇都宮市立図書館調査より 
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施策２ 子どもの読書活動の推進 

 
事業

番号 

事業名 
方向性 担当課 平成２６年度の実績 

事業概要 

9 

妖精ミュージアムにおける絵本の読み聞かせ 

継続 文化課 
・毎月第４土曜日に絵本の読み聞かせを実施 

月１回 計１２回実施 
 子どもの読書推進とミュージアムの利用促進を図るため，妖精ミュージアムにおいて，来館者

に対し定期的に読み聞かせを実施します。 

10 

「家読（うちどく）」の推進 

継続 
学校教育課 

全図書館 

【市の取組】学校図書館司書研修による「家読」の推進 ⇒実施 

【学校の取組】「学校図書館だより」の発行，配付 ⇒全校で実施 
家族で本を読んでコミュ二ケーションし，「家族の絆づくり」することを目的として「家読」の

啓発を行います。 

11 

親学情報誌の発行 

継続 生涯学習課 

・中学校３年生までの子どもをもつ保護者と児童・生徒を対象に年２回（７月・
２月），１号あたり６７，０００部発行し，保育園や幼稚園，学校等を通して
配付 

・７月 第７号「子どもと親の『自己肯定感』」 
２月 第８号「ＰＴＡ活動者と考える ＬＯＶＥ『家庭教育』！」をテーマに
発行 

家庭教育に対する意識の高揚や親力の向上を図るため，より多くの市民を対象とした情報誌の

発行により，子育てに必要な知識や子どもとの関わり方などを伝えるとともに，読書についての

情報や本の紹介などを掲載します。 

再 読書活動の啓発事業の実施（再掲） 新規 全図書館  

12 

子どものためのレファレンスや調べ学習への支援 

拡充 全図書館 
・子ども向けパスファインダー２点作成 

「バリアフリーについて調べる」，「天気・気象について調べる」 

図書館の児童カウンターにおいて，子どもへの相談対応や資料紹介，調べ方の案内などの支援

を行うために，日常的な問合せや学校等の図書館の団体利用に対応し，子ども向けパスファイン

ダーの作成配布等を行います。 

１3 

「うつのみやこども賞」事業の実施 

継続 中央図書館 

４月～   第３１回（平成２６年度）うつのみやこども賞選定員委員募集 

４月２７日 うつのみやこども賞選定委員説明会 

５月１８日 第３０回うつのみやこども賞表彰式及び受賞記念講演会 

      受賞作品「狛犬の佐助 迷子の巻」伊藤遊氏（参加者数８１名） 

６月 １日 第３１回うつのみやこども賞第１回選定会議 

※毎月第１日曜日に年間１０回の選定会議を開催し，毎月「うつのみやこども
賞だより」を発行。 

３月 １日 第３１回うつのみやこども賞決定 

      受賞作品「ロード」山口理・著 文研出版 

受賞作品を通して，子どもの読書活動を啓発するため，日本の作家が創作した新作児童文学作

品を対象に，市内の小学５，６年生公募委員が，その年一番友だちに薦めたい本を選び賞を授与

する事業を行います。（子どもによる創作児童文学の評価という点で，日本で唯一の事業です。） 

 

14 

学校図書館・読書活動の充実 

継続 

【重点】 
学校教育課 

【市の取組】 
・学校図書館司書研修による読書活動の推進や司書の授業参加の促進 ⇒実施 
【学校の取組】 
・学校図書館教育に関する校内指導体制の整備 ⇒全校で実施 
・学校図書館司書の授業参加の推進 ⇒全校で実施 

児童生徒の主体的，意欲的な読書活動を充実するため，「宇都宮市学校教育スタンダード」に基

づき，全校一斉読書や読み聞かせ，ブックトーク等を実施します。 

また，学校図書館司書業務嘱託員及び地域学校園司書業務嘱託員による図書を利用した授業支

援を実施します。 

15 

学校図書館の整備・充実 

継続 学校教育課 

【市の取組】 
・学校図書館調査は毎月実施，読書アンケートは１１月に実施 
【学校の取組】 
・市立南図書館との連携 ⇒巡回図書の活用は全校で実施，団体・希望図書貸出
の活用は貸出希望校で実施 

・地域学校園内の学校図書館の連携 ⇒希望図書の相互貸借は各学校園内で実
施，図書館の整備は，園内の司書が分類表示や環境整備等を相互に協力して
実施 

児童生徒が自ら学ぶ学習・情報センターとしての機能と，豊かな感性や情操をはぐくむ読書セ

ンターとしての機能を発揮する学校図書館を目指し，常に最新の情報や本を利用できるよう，さ

らなる蔵書の充実を図るとともに，十分な機能が果たせるよう，利用しやすい学校図書館の整備

充実に取り組みます。 

16 

学校図書館司書業務嘱託員等の育成 

継続 学校教育課 

【市の取組】 

・学校図書館司書研修の実施 

⇒年８回，市教育センターや市立図書館との共催を含む 

【学校の取組】 

 ・地域学校園内研修の実施 ⇒年２回，地域学校園ごとに実施 

学校の教育活動全体を通じ，学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図るため，校内協

力体制を確立し，司書教諭及び学校図書館司書業務嘱託員，地域学校園司書業務嘱託員に対して，

学校図書館の運営や活用を図るための研修会等を開催し，能力向上を図ります。 
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17 

図書館と学校図書館の連携の充実 

拡充 南図書館 

・南図書館の学校支援室において，全市の小中学校及び適応支援教室を対象に，

支援事業を実施 

学校巡回図書 ４月２２日～３月１３日 （４０冊の本の入ったブックパッ

クを，毎週全小中学校に巡回させる事業） 

学校希望図書 ４月～２月 （学校が授業や読書活動で使う図書を，希望の

テーマに応じてそろえて貸し出す事業） 

 平成２６年度利用数 小学校 ７０校 １，２８１件 ２８，６００冊 

           中学校 ２３校   ３３０件， ４，８４８冊 

教職員への支援として新規ブックパック「選書パック」「ブックトーク・読

み聞かせパック」「読書指導・学校図書館づくり」の貸出開

始 

 貸出件数 １３件１８５冊 

（新規）教職員への支援として，授業で使うＣＤの貸出開始 

 購入１４枚，２７年２月貸出開始 

・教職員・学校司書を対象に，学校での実践に役立つ講座を開催 

 ４月３日 学校図書館司書業務嘱託員新規採用者研修会（参加者数５名） 

  ４月１０日 学校図書館司書業務嘱託員全体研修会（参加者数８８名） 

  １０月９日 小・中学校図書館関係者研修会（参加者数９５名） 

小中学生の読書活動，学習活動を支援するため，学校図書館司書業務嘱託員等と連携し，学校

と南図書館とを結ぶ集配車や学校支援システム等のネットワークを活用して，学校巡回図書や学

校希望図書の貸出，ブックリストなどの情報提供，レファレンス等を行います。 

また，教師の教育活動の充実を図るため，教職員向けに教育関連資料を充実させ提供します。 

18 

高校生ボランティアによる中・高校生対象のサービスへの参画 

拡充 

【重点】 
南図書館 

・２月２１日 宇都宮工業高等学校と連携し，高校生が講師の小中学生向けもの

づくり教室「ログハウス型貯金箱を作ろう！」を実施。（参加者数 小学生１

８人）（南図書館） 

（参考）平成２３年度 ＬＥＤのクリスマスイルミネーションづくり 

平成２４年度 ログハウス貯金箱づくり 

平成２５年度 メロディー時計づくり 

高校生の図書館に関する認知度を高めるとともに，同世代の読書活動を効果的に進めるため，

高等学校と連携し，高校生ボランティアによる講座の開催等の事業を行います。 

19 

高校生の本や読書に関する情報交換・発信事業の実施 

継続 中央図書館 

・６月～ ＭＩＹＡＴＥＥＮ編集委員募集 

・７月～ ＭＩＹＡＴＥＥＮ編集会議開催（全４回） 

・２月  ＭＩＹＡＴＥＥＮ発行 

・１月７日～ 中央生涯学習センター図書室内にティーンズコーナーを設置（約

３，０００冊）（再掲） 

・３月１４日 ティーンズコーナーオープン記念講座（講師：神永学氏） 

 高校生の読書活動啓発のため，市全域から高校生ボランティアを募り，高校生が高校生に薦め

る推薦図書等を掲載した情報誌「MIYATEEN」の作成・配布を行います。 

20 

「高校生のための読書推進講座」の実施 

新規 中央図書館 
・１２月～   ＭＩＹＡＴＥＥＮ編集会議内で講師を決定，講師交渉 

・３月２９日 講座開催（講師：似鳥鶏氏） 
高校生の読書活動のきっかけづくりと図書館の利用促進を図るため，「MIYATEEN」の作成に携わ

る高校生による，事業の企画・立案を受け，講座の運営を図書館と高校生で行います。 

21 

子どもや中・高校生（ヤングアダルト）向け図書館ホームページの充実 

継続 全図書館 

・小学生向けの「調べ学習リンク集」「地域の情報リンク集」などを掲載 

・中高校生にお薦めする本ホームページで紹介し，併せて特集コーナーを設置 

・高校生のための読書情報誌「ＭＩＹＡＴＥＥＮ」の掲載 

・中央生涯学習センター図書室のティーンズコーナー紹介を掲載 

子どもの読書活動を支援するため，「こどものページ」，「ヤングアダルトのページ」の内容の充

実や更新を行うとともに，中・高校生がホームページ作りに参加できる仕組みを作ります。また，

関連ホームページへのリンクの充実を図ります。 

22 

まちかどの学校・つげの木教室，とらいあんぐる（教育センター）への支援 

新規 南図書館 
・市内３箇所の適応支援教室に対し，学校希望図書貸出を引き続き実施する。 

平成２６年度利用数 １教室 ４件 １２１冊 
 市内の全ての小中学生に対し読書や調べ学習を支援するため，適応支援教室等に対しても学校

支援サービスを実施します。 

23 

読み聞かせボランティア育成事業の強化 

継続 

【重点】 
全図書館 

・各図書館で，読み聞かせボランティアのための勉強会を引き続き開催 

・おはなしボランティアの意欲向上とボランティア同士の親睦を図るために「５

館おはなしボランティア交流会」を開催 

・ボランティア向けの講座・研修会を読み聞かせボランティアへ積極的に周知 

読み聞かせボランティアの育成と能力向上を図るため，ボランティア養成講座，読み聞かせや

子どもの本に関する講座や講演会を実施します。 

また，ボランティア活動を始めるきっかけ作りのため，ボランティアに興味を持つ市民に対し，

簡単な指導を行う場を設けます。 
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【重点事業の目標値】 

事業番号１４ 学校図書館・読書活動の充実 

指標名  平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

学校図書館司書の１か月あたりの授業参加回

数 

目標値 ― ― ８．５回 ８．５回 ９．０回 ９．５回 １０．０回 

実 績 ７．０回 ６．７回 ７．５回 ８．０回    

※宇都宮市学校教育課調査より 

 

 

事業番号１８ 高校生ボランティアによる中・高校生対象のサービスへの参画 

指標名  平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

高校生ボランティアによる講座の参加者数 
目標値 ― ― ２５人 ３０人 ４０人 ５０人 ６０人 

実 績 ２３人 １９人 ６４人 ７１人    

※宇都宮市立図書館調査より 

 

事業番号２３ 読み聞かせボランティア育成事業の強化 

指標名  平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

読み聞かせボランティアの人数 
目標値 ― ― １，３１０人 １，３９０人 １，４６０人 １，５３０人 １，６００人 

実 績 １，２３６人 ９５９人 １，００９人 １，０８１人    

※宇都宮市学校教育課及び宇都宮市立図書館より 

 

施策３ レファレンス・課題解決型サービスの強化 

事業

番号 

事業名 
方向性 担当課 平成２６年度の実績 

事業概要 

24 

地域資料・情報の収集と提供の充実 

継続 

【重点】 
中央図書館 

・横川地区と平石地区の地域データブックを作成。 
・国立国会図書館レファレンス協同データベースに地域関係のレファレンスを 
７３件登録（予定）。 

・他課と連携し，講演に関連する地域資料の紹介やちらしを配布 
９月 ６日（土）公園管理課 宇都宮城歴史講演会「宇都宮城主 本多正純

の人生」（参加者数１７６名） 
１１月３０日（日）文化課 歴史講演会「宇都宮藩戸田家の歴史」 

（参加者数１７２名） 
３月 ７日（土）公園管理課 宇都宮城歴史講演会「世界遺産 日光東照宮

の謎と真実」（参加者数２１２名） 

効果的な地域資料・情報の収集と提供の充実を図るため，所蔵する地域資料の有効活用や望ま

しい地域資料・情報の収集と提供のあり方を整理するとともに，情報収集・発信にあたっての地

域との連携を図りながら，地域課題解決支援のため，事例集等を作成します。 

25 

科学・技術・ビジネス情報提供サービスの充実 

拡充 

【重点】 
東図書館 

・講座の開催 
７月１２日 田原先生のわくわくサイエンス教室（参加者数５４名） 
７月２４日 発明協会考案のキットを活用した工作教室① 

（参加者数４５名） 
７月２６日 アーチ橋のはなし（参加者数１２名） 
８月 ２日 くらしの中にある自然の放射線と調べてみよう 

（参加者数１０名） 
８月 ８日，２２日 白楊高校科学部による科学体験教室 

（参加者数１００名） 
８月２０日 手作りトランペットに挑戦してみよう（参加者数３０名） 
８月２２日 宇都宮大学工学部との連携イベント（参加者数３８０名） 

１０月２５日 チビもそ君をつくろう（参加者数２２名） 
  １月 ７日 発明協会考案のキットを活用した工作教室② 

（参加者数３２名） 
 

科学・技術・ビジネス情報提供のさらなる充実を図るため，うつのみやブランドに関する資料

（本市の特色である大谷石や餃子，宮染めなどの関係資料，文献，商品情報等）を収集・提供・

保存し，情報発信していくとともに，連携事業を行います。 
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・企画展示 
７月 ８日～８月４日  
「起業するなら宇都宮ベンチャーズ」企画展  
連携先：産業振興課（宇都宮ベンチャーズ）   

１２月１９日～２月１８日 
「ビジネスプランコンテスト」企画展とデモンストレーション  
連携先：産業振興課（宇都宮ベンチャーズ） 

２月１９日～３月３１日 
「アグリビジネスをもっと元気に！知的財産をもっと身近に！」企画展  
協力：市内４社 連携先：栃木県産業振興センター 

・うつのみやブランド展示 
５月～ ６月  宮染め，大谷石 
７月～ ８月  ビール・カクテル・宮祭り 
９月～１０月  餃子   １１月～１２月 黄ぶな 
１月～ ２月 ミヤリー  ３月～   レモン牛乳 

26 

宇都宮プロスポーツアーカイブ事業の充実 

継続 東図書館 
・図書・雑誌の収集，関連新聞記事のスクラップ（東図書館） 

・８月 ３日 「ブリッツェンとカフェトーク」（参加者数１９名）（河内図書館） プロスポーツを核としたまちづくりなど地域活性化の視点から，関連資料（図書，雑誌，新聞

記事，チームの会報など）を収集・提供・保管し，関連事業を行います。 

27 

宇都宮アグリビジネスブランド化への支援 

新規 
東図書館 

農業振興課 

・８月～１２月 宇都宮市逆面地区との連携講座，企画展（参加者数８１名） 

・８月 ６日～２６日 出張文化祭 連携先：栃木県立白楊高校 

・２月１９日～３月３１日 

「アグリビジネスともっと元気に！知的財産をもっと身近に！」企画展  

協力：市内４社 連携先：栃木県産業振興センター（再掲） 

・２月２８日 アグリビジネス支援講座「美味しい宇都宮のつくり方」 

       共催：うつのみやアグリネットワーク（参加者数５４名） 

宇都宮の農産物等について市民にＰＲし理解を深めるとともに，アグリビジネスへの関心を深

め，また，地域ブランドの発掘・創造支援のため，関係機関と協力し，関連資料の収集・提供や

周知活動を行います。 

28 

子育て・家庭生活支援情報の充実 

継続 

【重点】 
南図書館 

・１１月２９日家庭生活支援講座の実施 

「子どもが育つ家族－父親の役割・母親の役割－」（講師 牧野カツコ 宇都宮

共和大学子ども生活部学部長）（参加者数３０名） 

・家庭生活連携講座の実施。併せて企画展示や関連図書のコーナーを設置。  

  ６月２１日 テーマ 花育（講師 ㈱藤野グリーンセンター 藤野佳重） 

                  （参加者数子ども１６名，大人１３名） 

８月 ９日 テーマ 環境，エコ（講師 地球温暖化防止活動センター職員） 

                         （参加者数１６名） 

８月１９日 テーマ 食育啓発事業（健康増進課との連携） 

（アンケート回答者数１４５名） 

１２月 ５日 テーマ 高齢者福祉（雀宮／雀宮五代若松原地域包括支援セン

ター職員，地域の高齢者施設職員）（参加者数１５名） 

・企画展示 

  ６月１２日～６月２２日  

テーマ 花育（南図書館除草緑化ボランティア活動紹介展示） 

８月 ５日～８月１０日  

テーマ エコ（「あなたの街で伝え隊」ストップ温暖化パネル展） 

８月１２日～８月２１日 テーマ 食育（食育パネル展） 

９月２５日～１０月３日 テーマ 消費生活（消費生活パネル展） 

１２月 ２日～１２月１４日  

テーマ 介護（認知症・支援に関するパネル展） 

子育てや家庭生活に関する支援サービスを実施し，専門的なレファレンスに対応するため，利

用ニーズに即した専門的な資料の収集を行うほか，子育て中の大人を対象とした子育て支援講座

や，進路選択のための学校情報提供などを行います。 

 
 
 
 
 



平成２６年度「宇都宮市読書活動推進計画」に関する事業実績について 

- 7 -  

 

【重点事業の目標値】 

  事業番号２４～２８ 

指標名  平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

図書館においてレファレンスサービスを使

用した利用者の割合 

目標値 ― ７４％ ７６％ ７７％ ７９％ ８０％ 

実 績 ７３％ ― ５９％    

※「宇都宮市立図書館利用者アンケート」より 
 
 
 

施策４ ＩＣＴの推進や電子情報の提供 

 

事業

番号 

事業名 
方向性 担当課 平成２６年度の実績 

事業概要 

29 

図書館情報システムの更新 
拡充 

【重点】 
中央図書館 

・１月６日～ 関連機器の更新，ホームページのリニューアル，動作確認などシ

ステムの検証 

・新ＨＨＴ（ハンディターミナル）の検証及び操作マニュアルの作成 

円滑な図書館サービスの提供を図るため，図書館情報システム関連機器の更新及び，業務シス

テムの機能向上や利用者サービスの向上を図るため，次期図書館情報システムの構築を図ります。 

30 

図書館におけるＩＣＴ環境の整備 
拡充 

【重点】 
全図書館 ・図書館への無線インターネット環境等の整備及び運用について検討  市民の情報収集を支援するため，図書館に無線インターネット環境等の整備を図るとともに，

データベースの利用促進のための研修を行います。 

 

【重点事業の目標値】 

事業番号３０ 図書館におけるＩＣＴ環境の整備 

指標名  平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

図書館のインターネット端末の利用件数 
目標値 ― ― １９，０００件 ２１，０００件 ２４，０００件 ２７，０００件 ３０，０００件 

実 績 ２１，３０５件 １８，５１５件 １６，２３０件 ２１，１６８件    

※「宇都宮市立図書館利用統計」より                                   ※平成２６年度は無線 LANの利用も含む 

 

 

 

基本施策２ 適切な図書館運営や環境の整備 

施策５ 効果的・効率的な管理運営体制の充実 

 

事業

番号 

事業名 
方向性 担当課 平成２６年度の実績 

事業概要 

31 

管理運営体制の充実 
継続 

【重点】 

全図書館 
行政改革課 

・各図書館の役割や特色を踏まえた今後の管理運営のあり方について検討中 効果的・効率的な管理運営を行う上での課題に対応するため，図書館のあり方の見直しや指定

管理者制度の導入も含めて検討を行い，よりよい管理運営体制の構築を図ります。 

32 

司書の専門性を発揮できる職員体制の整備 

継続 
全図書館 
人事課 

・国や県等が主催する外部研修に積極的に派遣するとともに，図書館における

計画的な研修の実施 
市民や地域の課題解決や児童サービスなどの専門的業務に対応できるよう，必要な司書の確保

に努めるとともに司書の能力向上を図る研修を積極的かつ計画的に実施します。 

33 

自主財源確保に向けた取組の充実 

拡充 全図書館 
・従来の取組に加え，新たに作成した「読書推進ガイドブック」においても広

告を募集（１０件，７５，６００円） 
 資料等の充実に向け自主財源の確保を図るため，図書館ホームページや図書館カレンダーへの

広告事業やリサイクル市等の取組を継続して行います。 
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【重点事業の目標値】 

事業番号３１ 管理運営体制の充実 

指標名  平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

図書館の読書環境に関する利用者満足度 
目標値 ― ― ８３．０％ ８３．５％ ８４．０％ ８４．５％ ８５．０％ 

実 績 ８２．０％ ８２．９％ ７７．９％ ８０．４％    

※「宇都宮市立図書館利用者アンケート」より 
 
 
 
 

施策６ 施設の再整備の計画的な推進 

事業

番号 

事業名 
方向性 担当課 平成２６年度の実績 

事業概要 

34 

図書館施設の改修・機能向上事業の推進 

新規 中央図書館 ・改修のあり方を検討中 全ての市民が安全・快適に施設を利用できるようにするため，また施設・設備の機能向上を図

るため，計画的な改修に努めます。 

 



 
 

 

「宇都宮市読書活動推進計画」の概要 

１ 計画策定の必要性 
   「第１次図書館機能・サービス向上計画」，「第２次子ども読書活動推進計画」を策定し，読書活動の

推進等を図ってきたが，電子図書などのＩＣＴへの対応や子ども読書のまち宇都宮の更なる推進，
さまざま市民の読書活動への対応や図書館の老朽化などの課題への対応が求められている。 

２ 計画策定の考え方 
  本市における市民の読書活動を総合的に推進していくためには，「図書館機能・サービス向上計
画」と「子ども読書活動推進計画」を統合して一体的に推進することが効果的であることから，
より大きな概念でのくくりによる「（仮称）宇都宮市読書活動推進計画」として改定した 

３ 計画の位置づけ 
「宇都宮市地域教育推進計画」に基づき人づくりを進める中で，特に本市の読書推進に焦点を

当てた個別計画とし，関連する計画等との整合を図るものとする。 
４ 計画の期間 
  平成２５年から平成２９年までの５年間 

Ⅰ 計画について 

Ⅱ 本市読書活動の現状と課題 

 
 

(1) 社会情勢の変化 

 ・高度情報化社会，高齢社会の進展 

 ・市民ニーズの高度化・専門化 

 ・子どもの読書量の低下 

(2) 国や県の動向 
 ・「図書館法」等の改正による図書館の役割の明確化 

 ・報告書による県立図書館像の明確化 

(3) 「第２次宇都宮市地域教育推進計画」 
 ・本計画の上位計画であり，「読書環境の充実」を取

り組みのひとつとする。 

 
 

(1) 第１次宇都宮市図書館機能・サービス向上計画 
◎成果  

・高度化・専門化するレファレンスへの対応 

・資料の貸出数・予約数の飛躍的な増加 

  ＊貸出数 約 1.23倍：3,784,677点(H19)→4,636,568点（H24） 

  ＊予約数  約 2.07倍： 264,812点(H19)→ 550,503点（H24） 

・南図書館への一部指定管理者導入，管理運営体制の
見直しの推進 

◎課題 

 ・電子図書など新たなサービスや高度化するＩＣＴへ
の対応 

 ・施設設備の計画的な改修 

 ・図書館登録率の増加 

(2) 第２次宇都宮市子ども読書活動推進計画 
◎成果 

・子どもの読書量の維持・増加 

＊小中学生の 1か月の読書量(H24) 中核市トップクラス 

小学生 28.5 冊（10.5 冊），中学生 9.2 冊（4.2 冊） ()内は全国平均 

◎課題 

・地域ぐるみの子ども読書活動の推進 

・高校生の読書活動の推進 

 

・図書館利用目的は調べものや情報入手のため(50.6%) 

・図書館に望むことは，調べたいことがわかる本がある

こと(80.5%) 

・図書館サービスで使ったことがあるのは，本の在庫調

査や調べものの相談(73%) 

 
４ 今後の市民の読書活動推進に

向けた課題 

 

Ⅲ 基本的な考え方 Ⅳ 具体的方策 

１ 計画の進行管理  事業の取組状況について，基本指標により進行管理を実施するとともに，進捗状況については，「社会
教育委員の会議」や「参考人」へ報告し，意見を聴取する。 

２ 計画の推進体制  本計画の着実な推進を図るため，施策・事業の実施にあたっては，図書館，生涯学習センター図書室等，
さらに市民，家庭，学校等が連携することにより，様々な事業に取り組む。 

Ⅴ 計画の推進 

１ 読書活動を取り巻く状況 

２ これまでの取組の成果と課題 

３ 市民の意識 

(2) レファレンス・課題解決型サー
ビスの更なる強化 

・レファレンスに的確に対応できる
レファレンスツールの充実 

・地域の課題解決に役立つ情報を収
集提供することによる人づく
り・まちづくり活動の支援 

・レファレンスに対応できる司書の
能力向上 

(3) 子どもの読書活動の推進 
・小中学校への読書支援の継続 

・高校生への読書推進事業の充実 

・ボランティアの人材育成 

・特別支援学校などとの連携 

(4) ＩＣＴの導入促進と電子情報
サービスの充実 

・データベースなどによる情報提供
の充実 

・デジタルアーカイブの推進 

・電子図書等，新たな媒体の導入検
討 

(5) 図書館の環境整備と適切な図
書館運営 

・図書館サービスを，市民に広くＰ
Ｒするなど，更なる利用の促進 

・快適で誰もが利用しやすい施設へ
の再整備 

・中央館機能の向上や他機関との連
携など，効果的・効率的な管理運
営体制の充実 

 

「市民や地域の課題解決支援やＩ

ＣＴへの対応など，読書環境の整

備を図るとともに，子どもを含め

た市民の読書活動を推進します。」 
 

基本理念 

 

１ 多様な図書館サービスを利用するな
ど，あらゆる市民が読書活動に親しん
でいます。 
基本指標１ 図書館資料の貸出冊数 

4,566,016点(H23)  ⇒ 5,000,000点(H29) 
  基本指標２ 図書館の登録率 
   33.1%(H23) ⇒ 34.6%(H29) 

２ 図書館，地域，学校の連携のもと，
宮っ子が読書活動や学習活動に励んで
います。 
基本指標３ 高校生の１か月の読書量 

    1.4 冊(H23) ⇒  2 冊(H29) 
基本指標４ 子どもの読書に関わるボ

ランティアの活動人数 
   1,236人(H24) ⇒ 1,600人(H29) 

 
３ 個人や団体，地域がそれぞれの課題
を解決するために，図書館サービスを
利用しています。 
基本指標５ レファレンスに対する利

用者満足度 
     52.6%(H23) ⇒ 62.6%(H29) 

 
４ 市民が高度情報化に対応した資料や
設備を利用し，ニーズに応じたデジタ
ル情報を活用しています。 
基本指標６ 図書館のインターネット

端末の利用件数 
      21,305件(H23) ⇒ 30,000件(H29) 

５ 図書館の適切な環境整備と運営によ
り，市民が快適に図書館を利用してい
ます。 
基本指標７ 図書館の読書環境に関す

る利用者満足度 
         82.0%(H23) ⇒ 85%(H29) 

 

 
基本施策１ 市民の読書活動の推進 

 
施策１ さまざまな市民の読書活動の推進 

◎★読書活動ガイドブックの作成・配布 

○図書館祭りの開催      

★読書活動の啓発事業の実施 

★カフェトーク（合同読書会）の開催 

○ビブリオバトル（知的書評合戦）の実施 

◎ センター図書室等の地域性や利用者層に合ったサービスの提供 

○さまざまな利用者への情報提供の充実 

○電子情報等への対応 
 
施策２ 子どもの読書活動の推進 

○妖精ミュージアムにおける絵本の読み聞かせ 

○「家読（うちどく）」の推進 

○親学情報誌の発行 

★読書活動の啓発事業の実施（再掲） 

○子どものためのレファレンスや調べ学習への支援 

○「うつのみやこども賞」事業の実施 

◎ 学校図書館･読書活動の充実 

○学校図書館の整備・充実 

○学校図書館司書業務嘱託員等の育成 

○図書館と学校図書館の連携の充実 

◎ 高校生ボランティアによる中・高校生対象のサービスへの参画 

○高校生の本や読書に関する情報交換・発信事業の実施 

★「高校生のための読書推進講座」の実施 

○子どもや中・高校生（ヤングアダルト）向け図書館ホームページの

充実 

★まちかどの学校・つげの木教室，とらいあんぐる（教育センター）

へのサービスの実施 

◎ 読み聞かせボランティア育成事業の強化 
 
施策３ レファレンス・課題解決型サービスの強化 

◎ 地域資料・情報の収集と提供の充実 

◎ 科学・技術・ビジネス情報提供サービスの充実 

 ○宇都宮プロスポーツアーカイブ事業の充実 

★宇都宮のアグリビジネスブランド化への支援 

◎ 子育て・家庭生活支援情報の充実 
 
施策４ ＩＣＴの推進や電子情報の提供 

◎ 図書館情報システムの更新 

◎ 図書館におけるＩＣＴ環境の整備 
 

基本施策２ 適切な図書館運営や環境の整備 
 

施策５ 効果的・効率的な管理運営体制の充実 

◎ 管理運営体制の充実 

○司書の専門性を発揮できる職員体制の整備 

○自主財源確保に向けた取組の充実 
 

施策６ 施設の再整備の計画的な推進 

★図書館施設の改修・機能向上事業の推進 

基本目標 

◎：重点事業 

★：新規事業 

○：継続・拡充 

  事業 

(1)あらゆる市民の読書活動の充実 
・高校生や大人の読書活動の推進 

参考資料１ 



平成２７年度第１回 図書館事業に係る意見交換会について 

 

１ 日 時 平成２７年８月２６日(水) 午後２時５５分～４時２５分 

 

２ 場 所 宇都宮市立中央図書館 

 

３ 出席者 参考人７名（関係機関２人，学識経験者１人，関係団体３人，利用者１人） 

 

４ 主な意見 

 ・ 宇都宮市は南図書館を中心に学校支援サービスが充実しており，他市町から羨まし

がられている。小中学生の読書量は多いが，高校生になると不読者が多くなる。対策

はどの様にしているのか。 

→ 南図書館は宇都宮工業高校のそばにあり，今年度は図書館まつりに同校の生徒に

ボランティアとして参加していただいた。中央生涯学習センター図書室にティーン

ズコーナーを設置し，また，読書推進ガイドブックを高校１年生に配付して利用に

つなげたいと考えている。 

 

・ 高齢者について，図書館に来られない方への対応として，学校への団体貸出と同様

にデイサービスに貸出しするなど，地域包括支援センターのケアマネージャーにＰＲ

するとよいのではないか。 

 

・ 宇都宮アグリビジネスブランド化への支援について，地域ブランドの発掘・創造支

援のためとあるが，これを何につなげていくのか。 

→ 市の経済部において農産物のブランド化の動きがあり，これを図書館でも支援す

ることにより，産業の振興に寄与していく。 

 

・ 図書館のホームページにイベント結果が速やかにアップされたり，中央図書館のロ

ビーの展示が明るくなり，図書館のＱ＆Ａが分かりやすく掲示されていたり，すぐに

結果は出ないが図書館が変わってきていることを感じる。 

 

・ 司書は専門職であるという認識は，市の上層部にも伝わっているはずだ。近年はイ

ベントの開催が増えているが，資料がきちんと揃っており，質問にきちんと答えられ

る人がいることが必要で，そうすれば中高生になっても図書館に来るようになり，読

書習慣が身につくようになる。日常の図書館のあり方が重要である。 

 

・ 中央図書館は文化会館と駐車場を共用しているので，障がい者用駐車スペースが不

足しがちである。障がい者のプレートがぶらさがっていない車も見受けられるので，

注意喚起をお願いしたい。 

参考資料２ 



 

南図書館の指定管理者の指定について 

 

◎ 趣旨 

南図書館の指定管理者の指定について報告するもの 

 

１ 施設の名称  宇都宮市立南図書館 

 

２ 指定管理者の主な業務 

⑴  事業の実施に関する業務 

ア 図書館資料を一般公衆の利用に供し，その利用のための相談に応ずること。 

イ 読書会，研究会，鑑賞会，映写会，講演会，資料展示会等を開催し，及びその

奨励を行うこと。 

⑵  図書館の利用の制限に関する業務 

⑶  図書館の維持及び管理に関する業務 

 

３ 選定方法   公募 

 

４ 指定の期間  ５年間 

 

５ 申請団体数  １団体 

 

６ 指定の相手方 紀伊國屋書店・大高商事・藤井産業・日比谷花壇共同事業体 

 

７ 指定管理料  指定期間の総額で６１０，０００千円 

 （年平均１２２，０００千円） 

 

８ 指定期間   平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日 

 

資料４ 
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平成２８年度 社会教育関係団体に対する補助について 

 

 

◎  趣旨 

   平成２８年度の社会教育関係団体に対する補助金の交付について審議するもの 

 

１ 社会教育関係団体への補助金交付の条件 

   （宇都宮市社会教育関係団体補助金交付要綱による） 

（１）本市に事務所を置き，本市域内で社会教育活動を行っている団体 

（２）営利を目的とせず，会員が自主的に運営している団体 

（３）本市社会教育の振興に寄与すると認められる事業を行う団体 

 

２ 社会教育関係団体への補助金に関する関係法令 

○社会教育法第１３条 

「国又は地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合

には，あらかじめ，国にあつては文部科学大臣が審議会等で政令で定めるものの，

地方公共団体にあっては教育委員会が社会教育委員の会議（社会教育委員が置かれ

ていない場合には，条例で定めるところにより社会教育に係る補助金の交付に関す

る事項を調査審議する審議会その他の合議制の機関）の意見を聴いて行わなければ

ならない。」 

資料５ 
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（生涯学習課補助）                                 №１ 
 

団 体 名             宇都宮市子ども会連合会 宇都宮市ＰＴＡ連合会 

代 表 者 名             橋 本 裕 文 金 田 淳 

事 務 局             

 宇都宮市天神１－１－２４ 

 宇都宮市教育センター内 

 （TEL６３２－１１５５） 

 宇都宮市天神１－１－２４ 

 宇都宮市教育センター内 

 （TEL６３２－７８５６） 

会 員 数             
子ども会員   約２６，３００名 
育成者，指導者 約１３，４００名 約３８，０００名 

目 的             

各地区子ども会育成会連絡協議会（地

区子連）相互の連携を強化し，各地区子

ども会活動の活性化に努め，もって次代

を担う青少年の健全育成に寄与する。 

単位ＰＴＡ相互の連絡と協力による児

童・生徒の健全な育成，各ＰＴＡ組織の

さらなる発展等の共通目的の達成を目指

す。 

２７年度の 

補助対象事業 

 ○指導者育成者研修会（年２回） 

○宇都宮リーダースクラブ（高校生）

の育成強化  

 ○地区子連活動の助成 

○校長・会長研修会 

 ○指導者研修会 

 ○単位ＰＴＡ研修補助 

○ブロック活動 

○常置委員会の活動 

（組織運営委員会・広報委員会・生活指

導委員会・研修委員会・保健体育委員

会・学年学級委員会） 

○市Ｐ連新聞発行（年２回） 

 ○文化活動 

  

  ○調査・研究活動 

 ○文化活動 

備 考             

類似団体 

・青少年育成市民会議 

青少年の健全育成を図るため市と共

催で事業を実施。３９地区青少年育

成会と２６団体で構成。 

（子ども未来課所管） 

  

２ ７ 年 度 

市 補 助 額 
１，１００，０００円   ９５０，０００円 



3 

 

  

 

（生涯学習課補助）                                 №２ 
 

団 体 名             宇都宮市地域婦人会連絡協議会 宇都宮ユネスコ協会 

代 表 者 名             櫛 渕 澄 江 長 門 芳 子 

事 務 局             
 宇都宮市弥生１－７－２ 

 （会長宅 TEL６３６－３８４２） 

 宇都宮市駒生町３３５１－５０ 

 （会長宅 TEL６２５－００５０） 

会 員 数             約４８０名 会員２０名，青年会員１１名 

目 的             

市内各単位婦人会の連絡提携を進

め，会員の教養向上と親睦融和を図

り，地域社会の福祉と文化の発展に協

力し，社会教育の振興に努力する。 

ユネスコ憲章の精神に基づき，教育・

科学・文化を通じて国際的相互理解と地

域社会の発展に努め，世界平和と人類の

福祉に寄与する。 

２７年度の 

補助対象事業 

 ○指導者研修会 

○県・市会長研修 

○消費問題学習 

 ○文化祭展示会 

 ○市婦連だよりの発行（年２回） 

 ○各地区婦人会への助成 

○第１１回ユネスコ絵画展「絵で伝えよ

う！わたしの町のたからもの」開催 

○青年部育成事業 

○会員研修事業 

備 考             

類似団体 

・交通安全母の会（生活安心課所管） 

・宇都宮市女性団体連絡協議会 

（男女共同参画課所管） 

類似団体 

・いっくら国際文化交流会 

（国際交流プラザ） 

２ ７ 年 度 

市 補 助 額 
  ４００，０００円 １００，０００円 
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（文化課補助）                  №３ 
 

団 体 名             宇都宮市文化協会 
 

 

代 表 者 名              安 久 都 和 夫 
 

事 務 局             

宇都宮市旭１－１－５ 

宇都宮市教育委員会文化課内 

（℡６３２－２７４６） 

会 員 数             約６００名 
 

目 的             

芸術及び文化関係者の連絡協調と親睦を図

るとともに，広く市民の参加を求め本市文化

の向上・振興を目的とする｡ 

 

２７年度の 

補助対象事業 

・会報発行 

・文化協会誌発行 

・ふれあい文化教室（芸術文化講師派遣事業） 

・うつのみや文化協会まつり 

・スケッチ会 

・夏休み子どもマジック教室 

・大人向けマジック講座 

・文化探訪 

・宇都宮市文化協会会員展 

・その他の文化事業の実施 

備 考             

市内の各分野で活躍している芸術家を統合

している団体であり，類似団体は無い｡ 

特に，会員が次代を担う市内の小中学生を

対象に，日本の伝統芸能である邦楽や日本舞

踊，和太鼓などの普及啓発を行う「ふれあい

文化教室」や，様々な分野の芸の披露を一堂

に会して行う「うつのみや文化協会まつり」

を積極的に実施している。 

 

２ ７ 年 度 

市 補 助 額 
１，３８０，０００円 

 


